
「図書館で本を探してみよう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開架（かいか）とは、図書館に来て自由に図書が取り出せるところです。 

閉架（へいか）とは、簡単にいうと、図書をたくさん保管している倉庫ですね。カウンター後ろのエレベ

ータで出入りすることができます。 

閉架にある図書は、カウンターに申し出れば取り出しをしてくれますし、学生証またはライブラリーカー

ドを提示すれば中に入ることができます（学外利用者は原則不可）。 

図書館で本を探す時は、『蔵書検索システム OPAC』で検索をします。 

図書館の 2階、3階に検索用の専用機があります。また、個人のパソコンでも利用可能です。 

図書館ホームページの中央左に OPACのアイコンがあります。 



 

 

 

 

 

 

 

調べたい本の書名やキーワードを入力して

検索します。 

「詳細検索」を使うことで、より資料の絞り

込みがしやすくなります。 

該当資料が出たら、資料名または書影を

クリックします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料の配置場所が記載されています。 

館内 OPAC でクリックするとレシートプリ
ンターで「閲覧請求票」を印刷できます。 
また、予約もこのボタンから可能です。 

予約件数が表示されます。 

図書が貸出中の場合は、予約することが可能です。印刷した「閲覧請求票」に学生番号（利用者 ID）と氏

名を記載して、学生証またはライブラリーカードと併せてサービス・カウンターに提出してください。 

学内ネットワークの ID・PWを有している方は、OPACからも可能です。 

また、本館・工学部図書室間の取り寄せの場合も同様です。 

なお、雑誌の表記は、以下のようになります。 

本学に所蔵のある巻号が表記されていて、

表記のない巻号は所蔵がありません。 



図書ラベルの解説 

 

 

 

                   

 

 

 

    

 

 

 

 

資料 ID 
 

各資料に貼付している 7 桁の番号で、1 冊

ずつに違う番号がつけられています。 

 

請求記号 
 

資料の背表紙に貼付している数字と記号です。 

上段の数字は、日本十進分類法で定められている

番号で、ジャンルによって番号が分けられていま

す。図書館ではこの数字順で並んでいます。 

下段のアルファベットは、主に著者や編者の頭文

字が記載されています。 

 



参考：日本十進分類法 区分表 

 

 


